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様式第２号（第３条関係） 

 

審議会会議録 
 

 会 議 名 称 令和４年度 第２回伊達市市民参加推進会議 

 

 

 議     題 

 

 

第８期中間報告書（案）について 

開 催 日 時 令和４年６月24日(金） 午前10時30分～午前11時10分 

 場    所 伊達市役所本庁舎２階会議室Ａ 

 出 席 委 員 

永井 真也 会長、斉藤 嘉朗 副会長、原 義衛 委員、 
宮澤 豊 委員、山城 一郎 委員、竹村 幸雄 委員、 
根子 ももこ 委員、久保 美津子 委員、小玉 元司 委員（計９名） 

所管部課名 企画財政部企画財政課 

 

公開・非公開の別 

 

■公 開 傍聴者人数  ２名 

□非公開 非公開の理由    

 

 【審議会の概要】 

 

 １．開 会（事務局：企画財政課長） 

 

  【以降、会長による議事進行】 

 

 ２．議 事 

    

第８期中間報告書（案）について 

資料に基づき事務局から説明 

 

 【質疑・意見交換】 

□委員 

中間報告書（案）の内容についてはこれで問題ないと思う。 

パブリックコメントについて、デジタルに対応できる人、そうでない人の間で格差が生じている 

ように感じる。ホームページで周知するのは今の時代当然だが、市民の声を直接聞くことができ 

る、ワークショップなどを開催し、市と市民が話し合いながら計画などを作っていく必要がある 

のではないか。 

今までの傾向で行くと、答えが決まってる中でパブリックコメントを行っているように感じる。 

中間報告書にも記載があるが、ワークショップなど市民参加の様々な手法を組み合わせて行うこ 

とを職員研修の中でも啓発してほしい。 

市民の生の声を聴くことに力を入れていただければと思う。 

 

□委員 

 多様な人材の市民参加について、ＨＰなどで市民参加の呼びかけをしているが、一般市民でＨＰ 

を普段から見ている人はごく一部に限られているように思う。その点、広報紙は各家庭に配布さ

れているものであるため、まずは広報紙を充実させて、市民の意見を吸い上げられるようにでき

たら良い。 
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□副会長 

 市民の考えを広聴することが大事。市としては広聴を積極的に行っていくべき。 

 

□委員 

 現在の広報は、お知らせがメインで、市の施策や方針が少ないと感じる。 

ＨＰは積極的に自分から見ようとしなければ目にすることがないが、広報は自宅に届くので、目 

にする機会も多いため、市の施策を市民に伝える良い機会であり、もう少し上手に活用するとよ 

いと思う。 

 

□会長 

 広報紙を見て何かを得たことがある人でなければ、広報紙見る人は多くないように思うが、広報 

紙は伝えたいことを簡潔にまとめてあるので、それを上手に活用できれば良い。 

 

□委員 

 今年度、市職員が市民活動団体の会議に参加したり、意見を聞くために戸別訪問を実施したりと 

対面で接する機会があった。 

パブリックコメントなどの紙面では伝わらない熱を感じることができ、また、世間話の流れから 

普段疑問に思っていることなどについても話すことができ、とても良い機会であった。 

 

□委員 

 市政に関心を持っていない市民に対して、いくらアプローチをしても難しいものがある。 

ただし、何もしないわけにもいかないため、「みらい塾」などは市民が市政に関心を持つ良い 

きっかけになる大事な取組だと思う。 

 

□会長 

 事前にオンラインツールの活用について意見が挙げられていた。オンラインの活用は遠方に住ん

でいる方も参加できるなどメリットはあるが、対面でできるものをわざわざオンラインにする必

要はないと思う。 

市民参加の中でオンラインツールをどこまで組み込めるか。 

 

□委員 

 オンラインだとテレビのようで、人と話している気がしないように感じる。 

ただし、オンラインツールを活用することで、遠方の方もそうだが、若い世代も気軽に参加でき 

るようになるのであれば効果は高い。 

 

□会長 

 オンラインにすると、対面ほど年齢や性差は影響しにくくなる。 

逆にデメリットとしてはネットワーク接続の問題等があるが、今後はオンラインの活用の可能性 

について探っていくのも良いのではないかと思う。 

  

その他、中間報告書に対する意見はないか。 

 なければこのまま中間報告書を確定させる。 

 

□委員 

 意見なし 

 

 

 ３．その他 

   特になし 

 

 ４．閉 会 

 



令和４年度 第２回市民参加推進会議 

 

 

■ 日 時 令和４年６月 24日(金) 

午前 10時 30分から 

■ 場 所 伊達市役所 本庁舎２階 会議室Ａ 

 

■会議次第 

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

第８期中間報告書（案）について  

 

３ その他 

 

４ 閉 会 



 

１ 

令和４年６月 日 

  

第８期伊達市市民参加推進会議の活動状況について（中間報告）○案  

 

伊達市市民参加推進会議  

会長 永 井 真 也  

 

伊達市市民参加推進会議（以下「推進会議」という｡)は、平成19年４月1日の伊達市市民参加条例

（以下「条例」という｡)の施行に伴い、条例第17条の規定に基づき、平成19年６月13日に設置され

た。以来、第１期から第７期の各２年の任期の活動を経て、現在、第８期となる任期２年の活動を

行なっている。本報告は、第８期活動の中間期を迎えるにあたり、その活動状況を報告する。 

 

１ これまでの経過 

第７期においては、令和元年度から令和３年度まで延べ５回の会議が開催され、期末に「意見書」

という形で総括を行った。同意見書では、多様な市民参加の手法の実施により、若い世代や女性な

どの市民参加が増え、幅広い世代の市民が意見を出しやすい環境が整備されてきているとしている。

一方で、市職員の中に市民参加に対する意識の差が生じていることが見受けられるため、研修会を

通じて市民が理解し納得しやすい情報提供のあり方を引き続き検討し、より市民参加制度を充実さ

せていく必要があると総括している。意見書の要点は次のとおりである。 

 

(1) より活発な市民参加を目指すため、パブリックコメントや説明会、アンケート等を多く開

催し、参加があったことは、情報提供に工夫・改善を行った結果であり、高く評価できる。

今後さらに積極的な市民参加を促すために、市民参加がしやすくなるような周知方法の工夫

やきめ細かな情報提供を継続し、参加した市民の満足度を高めるための一層の取組をお願い

したい。 

 

(2) 市民参加における女性や若い世代の参加について、説明会やアンケートにおいて幅広い年

齢層をターゲットにした市民参加を実施し、推進しようとする姿勢と意欲が感じられたこと

は高く評価できる。今後もパブリックコメントだけではなく、ワークショップをはじめ様々

な市民参加の手法を組み合わせながら取組を進めていくこと。 

 

(3) 市民参加制度についての一致した理解を確立するため、平成23年度から市職員を対象に行

われている「市民参加条例研修会」を継続して実施し、成果を上げていることは高く評価で

きる。伊達市の市民参加の取組は、わかりやすい形での市民への周知やパブリックコメント

の意見提出者に対する丁寧な回答などきめ細かな対応が行われている一方、市民参加に対す

る職員の意識に一部差が生じていることが見受けられる。全庁的な研修の中で市民が理解し

納得しやすい情報提供に努め、丁寧に市民参加に取り組んでもらえるよう、改めて周知・啓

発をお願いしたい。 

 

 



 

２ 

２ 第８期活動の中間報告 

以上を受けて、第８期推進会議では、市民参加制度をさらに市民へ浸透させるため、パブリッ

クコメントの実施方法や審議会の運用方法において議論すべく、別紙１のとおりの活動を行って

きた。本推進会議の意見を取りまとめるには、なお推移を見守り議論を深める必要があることか

ら、これまでの議論の内容等を以下のとおり報告する。 

 

(1) より活発な市民参加について 

パブリックコメントについて、過去の市民参加推進会議での議論を踏まえ、資料の概要版を

作成するなどわかりやすい情報提供に努めようと尽力していることは評価できる。 

しかしなお、市が提出する資料の内容が難しいと感じる方もいることから、市民が理解しや

すい表現の工夫に努め、市民が意見を出しやすいようなパブリックコメントの情報発信の方法

を検討していただきたい。 

 

(2) 多様な人材の市民参加について 

パブリックコメントの提出意見が増加していることは、丁寧な資料作成や、ホームページ等

を活用した周知方法の工夫を行ってきた結果であるとともに、市民がまちづくりを学ぶ「みら

い塾」や各種ワークショップ等の開催が、市民の行政活動に対する興味・関心の高まりに寄与

していることが要因と考えられる。 

今後もより多くの市民が積極的に市民参加できるよう、パブリックコメントの他、ワークシ

ョップや説明会を併せて行うこと、オンラインツールの活用を検討するなど、多くの市民が意

見を述べ、誰もが参加しやすい市民参加の充実を図っていくことをお願いしたい。 

 

(3) 市民参加制度の浸透について 

これまで、市は平成23年度から継続して市職員を対象に「市民参加条例研修会」を実施し、

職員の市民参加制度に対する意識の醸成を図り、市民が理解しやすいような市民参加制度を確

立しようと取り組んできた。 

今後も市職員を対象にした研修会を継続して実施することで、より活発な市民参加を促すた

めの情報発信の方法および案件や状況に応じて最適な市民参加の手法を選択できるよう、周知・

啓発をお願いしたい。 

 

以上により、本推進会議は、本市における市民参加が適切な方向で実施されていると評価す

るとともに、若い世代をはじめ多くの市民が行政活動に参加しやすい市民参加制度を構築する

ための取組に期待したい。 

 

 

 



別紙１

■令和元年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

　・平成30年度市民参加の実績について

　・令和元年度市民参加の実施予定について

　・第６期市民参加推進会議意見書について

第２回 令和元年６月14日 市役所 ２階 会議室Ａ ９名 　・第６期市民参加推進会議意見書について

　・概要説明について

　・令和元年度市民参加の実施予定について

■令和２年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

　・令和元年度市民参加の実施結果について

　・令和２年度市民参加の実施予定について

第２回 令和2年6月24日 市役所 ２階 会議室ＡＢ ９名 　・第７期市民参加推進会議中間報告書（案）について

　・令和２年度市民参加の実施状況について

　・第７期市民参加推進会議意見書について

■令和３年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

　・令和２年度市民参加の実施結果について

　・令和３年度市民参加の実施予定について

　・第７期市民参加推進会議意見書（案）について

■令和４年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

　・市民参加制度の概要説明

　・令和３年度市民参加の実施結果について

　・令和４年度市民参加の実施予定について

　・第８期中間報告について

※第７期の委員による市民参加推進会議は第３回からとなります

９名市役所 ２階 会議室A令和元年５月17日第１回

10名市役所 ２階 会議室Ａ令和元年８月29日第３回

令和3年3月15日 市役所 ２階 会議室ＡＢ

令和3年5月20日第１回 10名

10名市役所 ２階 会議室Ａ令和4年5月25日第１回

※新型コロナウイルス感染症
の影響により書面開催

※新型コロナウイルス感染症
の影響により書面開催

※第８期委員による市民参加推進会議は令和４年度からとなります

10名

９名

第１回 令和2年5月19日

第３回

 ３



番号

1

質疑・意見

コロナ禍の中、審議会の運用においても対面での開催が難しい状況が多く、

書面開催などの工夫もされていたが、新しい日常として「オンラインツー

ル」の活用も浸透しており、市の環境も整ってきたことが見られることか

ら、今後のより活発な市民参加の推進と多様な人材の市民参加の充実の為に

も「オンラインツール」の積極的な活用をお願いしたいと思う

４


